
1757

雜 報

〓人 事

岡山醫科大學助教綬 大田原 一 祥

陞敍高等官四等 (8月1日)

東京帝國大學教授 庄 司 義 治

醫師試驗委員被仰付  (8月9日)

正五位勳四等 石 山 福 二 郎

敍勳三等授瑞寶章 (8月9日)

守 屋 千 代 野

衛生技師ニ任ス

高等官七等 ヲ以テ待遇セラル

岡山縣衛生技師ニ補ス (8月20日)

岡山醫科大學教授 根 岸 博

滿洲國及ビ中華民國ヘ出張 ヲ命ス (8月20日)

衛生技師 守 屋 千 代 野

七給俸下賜 (8月20日)

坂 中 只 一

衛生技師ニ任ス

高等官七等ヲ以テ待遇セラル (8月28日)

上 田 知 二

任軍事保護院醫官

敍高等官七等 (8月28日)

軍事保護院醫官 上 田 知 二

八給俸下賜

傷痍軍人岡山療養所勤務 ヲ命ス (8月28日)

○荻 原 武 男君 小 田郡三谷村横谷ヘ轉居

○根 木 佑 一君 姫路市八代741ヘ 轉居

○小 田 圭 子君 和氣郡伊部町ヘ轉居

○横 山 保君 豫 て小田郡金浦町立病院に勤務

中の處今囘小田郡笠岡町本町通4丁 目に於て開業

○久 山 正 策君 豫 て三原市糸崎療養所に勤務中

の同君は今囘岡山縣上道郡可知村に於て開業

○横 田 浩君 今囘岡山醫科大學津田外科教室

ヘ歸任

○奥 田 浩 三君 岡山醫科大學三朝温泉療養所に

勤務中の同君は今囘岡山醫科大學石山外科教室ヘ

轉勤

○松 元 健 二君 朝鮮羅津府滿鐵醫院婦人科に勤

務中の同君は今囘岡山醫科大學生化學教室にて研

究に從事

○坂 中 只 一君 岡 山縣小田郡矢掛町立矢掛病院

に勤務中の同君は今囘廣島市廣島縣立健康相談所

長に就任

○伊 崎 宣 行君 豫 て岡山醫科大學藥理學教室に

於て研究中の處今囘岡山縣小田郡矢掛町立矢掛病

院ヘ轉勤

○吉 原 政 夫君 鹿兒島市新照院町59溝 口方ヘ

轉居

○三 井 義 亮君 豫 て大阪府南河内郡國分村光洋
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精工株式會社に勤務中の處今囘高松市南龜井町43

に於 て開業

○橋 本 亨君 延岡市岡富町3488ヘ 轉 居

○沖 野 勝 治君 岡山縣和氣郡日生町ヘ轉居

○岩男其二郎君 東京市世田ケ谷區下代田町195

ヘ轉居

○堤 貞 夫君 島根縣海士郡海士村菱浦ヘ轉居

○田 村 一 麿君 愛媛縣周桑郡壬生川町191ヘ 轉

居

○藤 原 拓 士君 名古屋市港區大江町73三 菱航

空機診療所ヘ轉勤

○關 谷 重 幸君 岡山市下田町三時實春方ヘ轉居

○田 中 政 治君 廣島市紙屋町50の3ヘ 轉居

○有 地 康 太君 廣島遞信病院に勤務中の同君は

今囘岡山醫科大學津田外科教室ヘ轉勤

○平 松 義 忠君 岡山市立市民病院に勤務中の處

今囘小田郡矢掛町立矢掛病院ヘ轉勤

○菅澤武三郎君 大阪市西區江戸堀北通3の16

ヘ轉居

○越 宗 正君 尼 ケ崎市昭和北通4丁 目共立病

院外科に勤務中の桑原正君は今囘越宗と改姓

○藤見 忠彦君 滿洲國牡丹江省牡丹江市赤十字

社病院ヘ轉任

〓學位授 與

豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求中

なりし佐藤達雄,渡 邊善朝,田 村一麿,中 村善亮,

兒玉孜,馬 淵碩,奥 雅之,廣 川濟の8君 は8月18

日附 を以て同大學より醫學博士の學位を授與せ ら

れたり其の論文次の如 し

佐 藤 達 雄 君

主 論 文

視野周邊部 ニ於ケル屈折状態竝ニ収差現象ノ視

野ニ及ボス影響ニ就テ

第1報 正視眼ニ就テ

第2報 調節ニ依ル視野擴大ニ就テ

第3報 近視眼遠視眼竝ニ老視眼 ノ視野ニ就テ

參考論文

其 ノ1 日本流行性腦炎(日 本夏期腦炎)急性病

期ノ眼症状ニ就テ

(佐木山達男共著)

其 ノ2 日本流行性腦炎(日本夏期腦炎)後貽眼

症状ニ就テ

(安井正俊共著)

其 ノ3 近視指壓療法ニヨリテ起 レル圓錐角膜

ニ就テ

其 ノ4 結膜下出血ニ對 スル1治 療法

附 結膜下注射術式補遺

其 ノ5 腰椎穿刺ノ著效 ヲ奏セル片眼眼筋麻痺

ノ數例 ニ就テ

渡 邊 善 朝 君

主 論 文

實驗的過敏症ノ組織反應 ニ關スル研究

第1編 實驗的過敏症臓器ノ組織反應ニ就テ

第1報 能働性過敏症「ペプトン」「ヒスタミ

ンシヨツク」臓器檢索

第2報 被働性過敏症,逆 過敏症臓器ノ檢索

第2編 過敏症臓器ノ生體染色ニヨル研究(血

管透過性ノ亢進ニ就テ)

第3編 過敏症「シヨツク」動物ノ白血球像ニ就

テ

第4編 臓器過敏症ノ組織學的研究

第1報 抗腎,抗肺血清ニ依ル海〓臓器ノ檢索

第2報 抗肝,抗心血清ニ依ル海〓臓器ノ檢索

第3報 抗脾血清ニ依ル海〓臓器ノ檢索

參考論文

抗臓器竝ニ抗細胞血清ノ毒性ニ及ボス補體作用

ノ關係ニ就テ

田 村 一 麿 君

主 論 文

X線 分析法ニ依ル邦人膽石ノ結晶學的研究

第1編 從來ノ分類法ニ依ル各群屬膽石ノ結晶

學的構造
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第2編 結 晶廻 轉 法 ニ依 ル膽 石 ノ 「コ レステ リ

ン」單 一 結 晶 ノ研 究

附 人工 的「コ レステ リ ン」結 晶 トノ

比 較

第3編 膽石ニ於ケル「コレステリン」結晶廻折

像ノ解釋竝ニ結晶粒ノ繊維状排列

第4編 膽石ノX線 廻折像 ト其ノ主成分ノ化學

定量分析

第5編 膽石ノ結晶學的構造 ト臨牀的統計觀察

第6編 全編ノ總括竝ニ考按

參考論文

其 ノ1 同一膽〓内ニ共存シタル 「コレステリ

ン」色素石次石及ビ「ビリルビン」石灰

石ノ1例 附 X線 分析所見

其 ノ2 X線 分析ニ依ル多發性膽石症例ノ結晶

學的構造ノ考察

(根鈴齊史 ト共著)

其 ノ3 孤立性肝臓結核1例

其 ノ4 「イレウス」症状 ヲ來セル果實柿胃石1

例

其 ノ5 嵌頓性 トライツ氏「ヘルニア」2例

其 ノ6 脊椎牽引又ハ「ギプス,ベ ツト」就床中

發生セル蟲樣突起炎樣發作症例13ノ 手

術竝 ニ病理組織學的所見ニ就 テ

中 村 善 亮

主 論 文

外科的腹部急症時ノ横隔膜「トーヌス」ニ關スル

實驗的研究

第1報 文獻的研究

第2報 種 々ナル腹部急性炎衝時ニ於ケル横隔

膜「トーヌス」ノ消長 ニ關スル實驗的研

究

第3報 腹腔内諸種刺戟ノ横隔膜「トーヌス」ニ

及ボス影響竝 ニ諸種藥劑ノ横隔膜 「ト

ーヌス」ニ及ボス影響ニ關スル實驗的

研究

第4報 實驗的急性腹膜炎時横隔膜ノ組織學的

所見 ト横隔膜「トーヌス」變遷 トノ相關

關係ニ就テ

第5報 實驗的穿孔性急性腹膜炎時横隔膜 「ト

ーヌス」ノ人工的調節鼓舞ニ就テ

附 全編 ノ總括

參考論文

其 ノ1 吾 ガ教室ニ於ケル所謂特發性脱疽73例

ニ就テ

其 ノ2 膽石症ノ原因 トナレル原發生十二指腸

移動症2例

其 ノ3 大網 膜 心 〓移 植 例 ノ遠 隔 成 績

其 ノ4 胃漿 膜 ニ 原 發 セ ルColithelioma ma-

liguum (Colomkrebs)ニ 就 テ

(松 田芳 郎 ト共 著)

其 ノ5 原 發性 小 腸 間 膜繊 維 腫1例

兒 玉 孜 君

主 論 文

腸管ニ於ケル糖吸收 トPhosphorylierungニ 就

テ

第1編 副腎剔出ノ腸管内ニ於ケル數種糖類ノ

吸收速度及ビ腸粘膜 ノ各種燐含有量ニ

及ボス影響竝ニPhosphorylierung問

題ニ就テ

第2編 腸管ヨリ吸收 セラレタル葡萄糖ノ運命

ニ就テ

第3編 正常「ラツテ」ノ小腸上下兩部 ニ於ケル

數種糖溶液ノ吸收速度竝ニ腸粘膜 ニ於

ケル各種燐含有量 ト體温ノ關係

第4編 M.T.E.中 毒「ラツテ」ノ小腸上下兩部

ニ於ケル數種糖溶液ノ吸收速度及ビ腸

粘膜ニ於ケル各種燐含有量 ト體温ノ關

係

第5編 副 腎剔出「ラツテ」ノ小腸上下兩部ニ於

ケル數種糖溶液ノ吸收速度竝ニ腸粘膜

ノ各種燐含有量 ト體温ノ關係
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第6編 各種體温ノ「ラツテ」小腸上下 兩部ニ於

ケル數種糖溶液ノ吸收速度竝ニ腸粘膜

ノ各種燐含有量ニ及ボス「ア トロピン」

「ピツイトリン」及ビ「モルフイン」皮下

注射ノ影響

第7編 家兎 ノ小腸上下兩部ニ於ケル數種糖溶

液 ノ吸收速度竝 ニ腸粘膜ノ各種燐含有

量ニ及ボス兩側内臓神經切斷,副 腎剔

出及ビM.T.E.中 毒 ノ影響

第8編 副腎剔出後ノ經過日數 ト腸粘膜ニ於ケ

ル各種燐含有量 ト體温 トノ關係及ビ全

編 ノ總括

參考論文

其 ノ1 數種單糖類ノ腸管内吸收速度及ビ其ノ

際 ニ於 ケ ル腸 粘 膜 ノ各種 燐 含 有 量 ノ變

化 トPhosphorylierungノ 問題 竝ニ 之

等 ニ及 ボ ス「モ ノ ヨー ド」醋 酸 ノ影 響 ニ

就 テ

其 ノ2 肺結 核 ニ於 ケル 「リボ イ ー ド」 治 療 知

見

馬 淵 碩 君

主 論 文

高級 膽 汁 酸Bis-nor-sterochol酸 ニ就 テ

第1編 食 用蛙 膽 汁 中Bis-nor-sterochol酸 ノ

化 學 的 構 造 ニ就 テ

第2編 Bis-nor-isosterochol酸 及 ビBis-nor-

sterochol酸 ノ血 球 及 ビ脂 肪 分 解酸 素

ニ及 ボ ス作 用 ニ ツキ テ

參 考 論 文

其 ノ1 家族 性 骨軟 骨形 成 障 碍 症

(Dystrophie Osseuse familiale mor-

quis)ニ 就 テ

(久 山謹 一 共 著)

其 ノ2 治 療 奏 效 困 難 ナ ル佝 僂 病 例 ニ就 テ

其 ノ3 食 用 蛙體 内ニ 於 ケルHyodesoxychol

酸 ノ運命 ニ ツ キテ

其 ノ4 膽 汁 中 ノTetraoxy norsterocholan

酸 ニ ツ キ テ

其 ノ5 百 日咳 ノ大谷 氏 「ヴ イ タ ミン」C療 法 ノ

追 試 成績

奥 雅 之 君

主 論 文

フオルスマン氏抗體ニ ヨル各種免疫反應特ニ鷄

生胎兒反應ニ就テ (邦文)

第1編 フオルスマン氏抗體 ヲ以テセル溶血反

應 ノ結合帶ニ就テ

第2編 フオルスマン氏抗體 ヲ以テセル絮状反

應,沈 降反應,清 澄反應及ビ補體結合

反應ノ結合帶 ニ就テ

第3編 溶血反應 ト沈降反應ノ結合帶ノ比較ニ

就テ及ビフオルスマン氏抗體ヲ以テセ

ル能働性過敏症

第4編 フオルスマン氏抗體ニヨル鷄生胎兒逆

過敏症ニ就テ

第5編 鷄及ビ鷄胎兒臓器抗體ニヨル逆過敏症

ニ就テ

參考論文

鷄生胎兒ニヨル免疫反應殊ニ逆過敏症ニ於ケル

補體作用ニ就 テ

廣 川 濟 君

主 論 文

血液眼房水閾ニ關スル實驗的研究

第1編 諸種藥物ノ閾透過性ニ及ボス影響

第2編 網状織内被細胞系統 ト閾透過性トノ關

係

第3編 「ビスタミン」ノ閾透過性ニ及ボス影

響
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參考論文

其 ノ1 外傷性半月状骨骨軟化症ニ就 テ

其 ノ2 上海 ニ於ケル幼少年者ノ「マラリヤ」原

蟲保有状況竝ニ脾腫調査成績

其 ノ3 レ線冩眞上鑑別困難ナル滲出性横隔膜

肋膜炎ノ1例

其 ノ4 レ ン トゲ ン集 團撮 影 ニ ヨ リ發 見 シ タル

無 自覺性肺結核ニ關スル考察

(村上三郎 ト共著)

其 ノ5 妊娠 中ニ偶發セル流行性腦炎ノ2例 ニ

就テ

會 費 領 收(8月 分)

金九圓宛  森脇 忠勇 井上 秀男 中島 達二 生馬 茂 長谷川恒治

結城 英夫 岡村 清次 高橋 規浩 田坂 三友 武 田 三郎 望 月 久雄

竹内守之輔 中井 義重 森戸 登守 岡崎 衛生 池上 章 淺山 秀夫

堤 貞夫

金四圓五拾錢 池田 久男

金拾五圓 大谷 顯三

金五圓 松本 正典

金四圓宛 入山 昌平 宮本 寛

金拾圓宛 宮原 脩三 池田 稔 渡邊 善朝

金貳拾貳圓 山本 靖造

金貳圓五拾錢 藤田嘉平次

金五圓五拾錢 小田 圭子

金貳圓宛 木下 淳 新谷 俊三郎

金參圓五拾錢 野崎 在文

金八圓 石田 義明

金 六圓宛 大森 操 中川 貞二 脇本 正規 鎌 谷 秀武 田 中 徳男

須藤五一郎 星島 卓爾 野間 新 入倉 榮〓 音田徳太郎 松岡 賢一

矢島 壽 八木 齊 横山 三郎 後藤 勇 安原 功 橋本 亨

越智 幸雄 古林 英之 鈴木富太郎 稻田 達三 岩男其二郎 大森 精一

石 天之樞 藤井 千秋 三宅 正三 森加 博

金參圓宛 相木 孝行 高取 義治 小川 邦愛 田中 敏行 赤岩 亨二

足高萬太郎 阿須賀四郎 秋本 運〓 伊丹 友夫 入江 恒久 梅崎 明

川崎 久夫 河合 郁二 滋野井至孝 長岡 文策 片山 雄 小宅 正行

段 壽 田坂 重實 瀧 譲 勝山 榮 富岡 諒一 土居 盛登

徳岡 英 龍治 節三 蓮井 直衛 森 十司 宮地 重樹 長野 曠

小泉 三郎 勝呂 學 坂本儀八郎 佐野 實 青野 岩平 秋山 彰

石井誠次郎 今井 正善 上田 敏夫 江木 健三　 大城 眞郷 大浦 榮

岡村 儀人 柿沼 昊作 加藤 艮六 皿井立三郎 菅 實 高見 修一
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金參圓宛 武内 成之 多田 繁 高橋 義藏 竹本 巖 坪井 義晴

長田 孝一 永松 休光 西井 弘之 沼本 綾造 廣本 達吉 東原 尚一

人見楠右衛門 藤山 省吾 藤森 眞治 藤田 富豐 西山 逸平 松田 忠吉

松澤 喬 三宅〓 園部 和男 吉田 功 森谷柳太郎 渡邊 傳二

渡邊 常藏 渡邊 琢次 天野 保 跡部 鉄朗 荒木寅三郎 伊藤 正道

伊藤 幸憲 上田 徹也 小野 哲二 川西道太郎 川西 英雄 河合 泱

柏木 俊二 門脇 善次 佐藤 次郎 佐伯 純一 佐藤 幹 杉 佐助

〓野義商店,製 藥部,藥理課 杉 山 榮 菅 田 直樹 高橋 謙 高田 善雄

寺島 富彦 富 山 四郎 藤井 久吉 中村 吉太 中村 楙樹 西村一太郎

廣川 濟 松村 丈一 松原 良一 松 田 國重 宮本 保 木 多 秀夫

皆見 省吾 御前 慶造 三谷 登 細見 英 村 田秀太郎 村上 憲佑

山口 栞 山口 節郎 村 山 富治 本松 明 世木田 務 和田 法雷

井口法太郎 大杉 眞造 浮 田 勝造 倉重 晋 木畑 元米 小阪 泰輔

近藤 寅夫 杉 生 喜三 高田 二郎 武 波 晋一 武 内 省也 中丸市兵衛

豐田修三郎 畠山 長作 林 昌 松本 茂人 三井 義 亮 和田 積才

京城帝大醫學部法醫學教室 相 原 義一 池浦 義夫 井上 幸藏 山崎 邦男

尾高 甫 小田醇太郎 河原 杏平 工藤 磨 古城 敏 小林 義郎

佐々木貞雄 瀧 口 一三 寺本 重樹 西 海一 長谷川靜一 半田 稔

廣瀬 眞治 姫井只次郎 福 山 匡敏 藤井 與三 松房 一郎 眞鍋 武俊

三好 悦一 山崎 雅爲 吉田稻太郎 桃井 寛次 村上 壽次 村 田 健輔

森下 亮善 饗場 美誠 淺野 與 析茂 恒治 伊藤 敏美 大森 保

岡 順二 北 義保 桑原 亮造 柴田 剛太 田中 正慶 舟木 文夫

登阪 清喜 兒子 鹿太 西崎 忠平 野口 茂久 藤谷 敏明 藤原 政雄

藤原 士郎 松浦 輔彦 三藤 香吉 芳野 俊五 安井 彌八 矢野 恒太

金 在興 沖野 勝治 木村 直慶 高龜 良樹 高祖 敏雄 阪本 正三

阪本 孝章 徳丸 喬 戸田 亨 長濱 丹治 西川 規夫 平田 善夫

平本 憲雄 山本 太郎 赤木金太郎 井上 一雄 上野 直 岡村 好幸

河田 榮一 齋藤 清 瀬尾 淳一 仁科 稔夫 柚木 武夫 廣田 照輝

平井龜太郎 藤田秀太郎 宮崎 哲 宗盛 宗人

岡 山 醫 學 會
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